
会 社 案 内



北海道 

東北 

関東 

甲信越 

北陸 

東海 

近畿 

四国 

九州

中国 

沖縄 

■ 北海道　■ 東　北　■ 関　東　■ 甲信越
■ 北　陸　■ 東　海　■ 近　畿　■ 中　国
■ 四　国　■ 九　州　■ 沖　縄　■ 海　外

エリア別

178

233

610

103

31

201

248

91

44

304

25

6

0

500

1000

1500

2000

2500

※2023年8月現在（件）

（年）
1989 1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005 2007 2009 2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023

累計納入実績数 2074件!
フジクリーンは水処理技術の
トップランナーとして
美しい水環境を守ります。

世界が認める “ 水処理技術 ”
フジクリーンの水処理技術は世界シェア 10％を超え、多くの国や地域で活躍しています。
2020 年には、経済産業省より日本を代表する技術を持つ企業として「グローバルニッチ企業 100」に選定されました。
私たちは水処理技術のトップランナーとして、世界中へ安心・確実な水処理設備とサービスを展開しています。

浄化槽シェア 18 年連続、国内 No.1 ブランド
1960 年代、コンクリート製浄化槽の製造開始。
1985 年には日本初の FRP 製小型合併浄化槽開発により、生活排水を “ その場で＆まるごと ” きれいにする技術を確立。
現在は、リーディングカンパニーとして、製品だけでなく全国でメンテナンスサービスを拡充させるなど、
導入後も長期にわたり安心のサポート体制を構築しています。

多様な業種へ、豊富な実績 ―フジクリーンの産業廃水処理―

厨房、給食、食品加工（肉・魚・野菜など）から、医療、クリーニングに至るまで、豊富な納品実績から得た知見により、
確かな品質の廃水処理設備を開発・提供します。
様々な廃水に対応できるだけでなく、処理設備をユニット化し、設計から施工まで多様なニーズに、素早くお応えします。

北海道から沖縄まで―日本全国をつなぐネットワークで、
水環境の改善に貢献しています。

水処理施設の研究・開発・製造・施工・メンテナンス 排水設備導入実績
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フジクリーンでは多様な産業において多くの廃水処理の実績があります。

また研究施設も保有しており、ご要望に応じた廃水処理の提案も行っています。

開発から維持管理までワンストップで ―

メーカーだからできる信頼の廃水処理はフジクリーンにおまかせください。

多様な業種へ、豊富な実績

納入実績一覧 ■納入実績業種一覧（一部抜粋）　　        　　　　 そのほかの実績についてはお問合せください。　

1．厨房廃水

●学校給食センター
●学校食堂
●工場食堂
●スーパーマーケット
●ホテル厨房
●病院厨房

2．医療・実験廃水

●人工透析
●在宅血液透析
●実験廃水
●医療系雑排水

3．食品製造排水

●パン菓子類 ●水産加工
●肉製品 ●惣菜
●製糖 ●食鳥
●豆腐 ●漬物
●ジビエ ●乳製品
●米飯 ●清酒
●味噌 
●野菜カット

4．畜　　産

●搾乳機器洗浄
●鶏舎　
●洗卵

5．そ の 他

●温浴施設下水減免
●動物飼育
●リネン
●コインランドリー
●ペットボトル洗浄
●有機系廃水の中水利用
●有機系廃水の pH 中和

事例 1 学校食堂

▲ FRP管体の設置現場（地下ピット内）

膜分離活性汚泥処理方式を採用。処理水はトイレ洗浄水に再利用しています。

事例 2 工場食堂

▲ FRP管体の設置現場（地上設置）

フジクリーンのⅠ型フレームを用いた歩廊計画を提案し、採用されました。

事例 3 店舗調理場

▲ 加圧浮上装置

全国のチェーン店舗で数多く採用されています。

事例 6 食肉・鮮魚加工場

▲ FRP管体の設置現場（地上設置）

限られたスペースに９本の管体を地上設置しました。

東京都

2015 年

産業廃棄物最終処理場

下水道

42 m3/日

事例 8 製糖工場

▲ FRP管体の設置現場（地下埋設）

沖縄県に多数の導入実績があり、本工場にも導入されました。

フジクリーン産業廃水処理ユニット〈導入事例のご紹介〉

●維持管理も弊社にて実施中です。 ●維持管理も弊社にて実施中です。 ●維持管理も弊社にて実施中です。

事例 5 パン製造工場

▲ 加圧浮上

効率よく処理するために処理槽前段に加圧浮上装置を導入しました。
●維持管理も弊社にて実施中です。

▲ FRP管体の設置現場（地下埋設）

事例10 温浴施設下水減免

自治体協議の上、下水減免装置の許可を得るために降雨自動検知による放
流切替システムを搭載しました。
●維持管理も弊社にて実施中です。

▲ FRP槽（カプセルタイプ）の設置現場

事例12 コインランドリー

コインランドリー店舗数は年々増加傾向。トイレがないため、浄化槽では
なく産業廃水処理ユニットを導入しました。

東京都

2015 年

産業廃棄物最終処理場

下水道

42 m3/日

●維持管理も弊社にて実施中です。

事例11 動物飼育

犬舎の床洗浄廃水を処理する装置を導入しました。
●維持管理も弊社にて実施中です。

事例 9 野菜カット工場

野菜の洗浄時及びカット時に出る排水を処理する装置を導入しました。
●維持管理も弊社にて実施中です。

事例 7 水産加工場

▲ FRP管体の設置現場（地下埋設）

獲れた小女子の加工排水を処理する除害装置を導入しました。
●維持管理も弊社にて実施中です。

事例 4 実験廃水

▲ FRP管体の設置現場（埋戻し完了後の様子）

小動物の解剖廃水を処理する除害装置を導入しました。
●維持管理も弊社にて実施中です。

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

膜分離活性汚泥方式

東京都

2015 年

学校

下水道

42㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

担体流動方式

東京都

2016 年

工場

下水道

50㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

加圧浮上 + 担体流動方式

愛知県

2013 年

スーパーマーケット

下水道

60㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

担体流動方式（還元剤添加型）

鹿児島県

2017 年

学校

下水道

10㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

加圧浮上+膜分離活性汚泥方式（汚泥脱水機付）

茨城県

2016 年

工場

河川

250㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

担体流動方式（汚泥濃縮機付）

東京都

2016 年

工場

下水道

150㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

担体流動方式

宮城県

2016 年

工場

下水道

18.3㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

膜分離活性汚泥方式（汚泥脱水機付）

沖縄県

2017 年

工場

河川

61.5㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

担体流動方式

京都府

2017 年

工場

河川

50㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

膜分離活性汚泥方式

神奈川県

2014 年

温浴施設

河川

144.0㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

担体流動方式

高知県

2014 年

動物飼育

河川

3.0㎥ / 日

処理方式

地　　域

施 工 年

種　　別

放 流 先

排 水 量

接触ろ床方式

和歌山県

2015 年

コインランドリー

河川

1.0㎥ / 日
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サステナビリティ　世界と日本の水環境を守る取り組みをしています。

産業廃水処理設備には多くの機器が組みこまれており、処理方法も多岐にわたります。
このためメンテナンス作業にも高度な技術が求められます。
フジクリーンでは、予防保全、長期修繕の観点から万全の保守サービス体制で大切な設備をお守りします。

フジクリーンでは美しい水を守るという企業理念のもと、世界各国で水環境の改善をはじめとする様々な活動
に取り組んでいます。SDG ｓへの取り組みを紹介致します（抜粋）。詳しくはホームーページをご覧ください。

1.  定期点検
槽内・機器・装置の確認・調整および機器の
点検など多種多様な項目点検を行います。

3.  長期修繕
機器交換時期を見える化し、修繕
計画の立案・予算化及びトラブル
の抑制を実現します。

5.  清掃
廃水処理施設の汚泥（産業廃棄物）は、指定
業者委託が必要です。清掃時期を判断し、清
掃業務手配も可能です。

2.  消耗品交換・補充
処理工程に必要な薬品の補充及び消耗品の交
換を定期的に行います。

4.  修繕・改修
設計、製造技術を持つフジクリーンは機器の
調達から修繕まで安心をご提供します。

「水の話」3 か月に一度日本各地の水にまつわる話をお届けします。

フジクリーンでは、日本各地の水にまつわる話を「水の話」として
季刊発行・無料配布しています。
毎号独自の切り口で取材に赴き、水にかかわる歴史や現状の課題、
文化、食などを美しい写真とともに紹介しています。
2023 年には 200 号を迎え、地域ごとの水との様々な関係性を 
うかがい知ることができると好評をいただく人気のコンテンツです。

メーカーの知識と技術が光る「保守点検サービス」

メンテナンス履行管理システムを活用し、
ポンプ等の交換目安時期をご提案。

アメリカ アラバマ州 Black Belt Unincorporated 
Wastewater Program への参画

アラバマ州ラウンズ郡では、排水処理施設の未整備により衛
生環境が悪化。それを解決するため、州の公衆衛生局がプロ
ジェクトを立ち上げ、フジクリーンも参画しました。高度な
排水処理ができるシステムによって、衛生課題の解決に取り
組んでいます。

アメリカ ニューヨーク州サフォーク郡ロングアイランド
Septic Improvement Program への参画

ニューヨーク州ロングアイランドでは、セプティックタンク
の使用と人口増大の影響から沿岸海域の汚染が深刻化し、名
産品である貝の漁獲量が激減。サフォーク群は、その対策プ
ログラムを立ち上げ排水処理装置更新を後押ししています。
フジクリーンも参画し、海を守る取り組みを進めています。

フィリピンボホール島 大型浄化槽導入による環境と 
臭気の課題解決

ビサヤ諸島に位置するボホール島、州の旧庁舎に大型浄化槽
PCN 型を導入。従来セプティックタンクでの排水処理で発生
していた悪臭課題を改善しました。さらに放流水は植栽散水
などに再利用し、憩いの場としての環境整備も実現しました。

湖沼や内海などの閉鎖性水域の富栄養化を食い止める 
浄化槽

閉鎖性水域の水質改善には、生活排水に含まれる窒素・リン
の除去が不可欠です。フジクリーンでは、2002 年に窒素・
リンの同時除去が可能な浄化槽 CRX 型を開発し、茨城県霞
ケ浦などをはじめ、湖沼などの持続的な水質改善の一端を
担っています。

水環境の改善
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支　　店 営 業 所

本　　社 研 究 所

工　　場 販売会社

名古屋支店

札幌支店

東北支店

東京支店

福岡支店
三好工場

那須工場

飯塚工場

本　　社

大阪支店

※支店・営業所・電話番号は変更する場合がございますのでご了承ください。� （2023年10月現在）

本　　　社　〒464-0850　名古屋市千種区今池四丁目１番４号

札 幌 支 店 （011）738-5075
東 北 支 店 （022）212-3339
東 京 支 店 （03）3288-4511
名古屋支店 （052）249-5100
大 阪 支 店 （06）6396-6166
福 岡 支 店 （092）441-0222
盛岡営業所 （019）604-2527
郡山営業所 （024）937-0800
茨城営業所 （029）851-0031
宇都宮営業所 （028）625-4650
群馬営業所 （027）327-5611

埼玉営業所 （048）660-5050
千葉営業所 （043）206-5171
新潟営業所 （025）271-8668
山梨営業所 （055）275-9300
松本営業所 （0263）27-2080
岐阜営業所 （058）271-1131
静岡営業所 （054）286-4145
三重営業所 （059）213-5520
和歌山営業所 （073）422-3634
広島営業所 （082）843-3315
高松営業所 （087）869-8680

松山営業所 （089）967-6123
高知営業所 （088）803-1520
佐賀営業所 （0952）31-9151
熊本営業所 （096）388-3571
大分営業所 （097）558-5135
宮崎営業所 （0985）32-3064
鹿児島営業所 （099）257-3501
沖縄営業所 （098）862-9533

https://www.fujiclean.co.jp/
 ホームページをご覧ください

フジクリーンは浄化槽のリーディングカンパニーとして、海外の水環境改善に正面から向き合い、
海外市場でも性能を発揮できる浄化槽の開発に努めてきました。
現在でも生活排水処理で問題を抱える国や地域は多く、日本の浄化槽技術への期待が高まっています。
そのような市場に進出し、浄化槽の普及に努めています。

信頼と実績で築き上げた
美しい水を守るネットワーク

海外展開

国内ネットワーク 会社概要

2008 年
豪州に現地法人 FujiClean Australia を設立。
ゴールドコーストに事務所と現地生産工場を設立。

2013 年
米国メイン州にフジクリーン工業の子会社として
FujiClean USA を設立。

2017 年
独国の排水処理メーカーである
Ammermann 社の株式を取得し、子会社化。

■ 社　　　名：フジクリーン工業株式会社
■ 本社所在地：名古屋市千種区今池四丁目１番４号
　 　　　　　　TEL 052-733-0325
■ 創業・設立：1961 年 2 月 16 日
■ 資　本　金：3 億円
■ 売　上　高：220 億円
■ 従 業 員 数：570 人（2023 年 5 月）
■ 代　表　者：代表取締役社長　後　藤　雅　司

水環境研究所も自社保有 先進的な製造ラインで生産されます

JIS Q 9001. ISO 9001
JSAQ 1109

ISO9001認証

FRP製浄化槽及び産業廃水処理装置の設計、開発、
製造、施工及び維持管理について品質マネジメント
システムを認証しております。


